
平成２６年度 新居浜市歯科保健推進協議会 会議録 

 日時 平成２６年８月２８日（木）13：30～14：50 

 場所 新居浜市保健センター ３階 中会議室 

出席者：松木会長、中山副会長、加藤委員、小渓委員、浅井委員、小野委員、上野委員、 

小原委員、山内委員、地域包括支援センター佐々木係長（亀井委員代理）、藤田委員 

新居浜市教育委員会学校教育課加藤課長、西条保健所稲井係長 

岡部福祉部長、河野所長、木戸主幹、近藤副所長、宮崎副所長、渡辺係長、黒川、河村、

村尾（記録：越智） 

事務局（渡辺係長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡部福祉部長 

 

事務局（渡辺係長） 

 

 

 

 

 

事務局（渡辺係長） 

 

ただ今から、平成２６年度新居浜市歯科保健推進協議会を開催いたしま

す。本日は、お忙しい中をご出席いただきまして、ありがとうございます。 

欠席の委員さんですが、亀井委員が欠席のため、代理で佐々木係長にご出

席いただいています。また新居浜市教育委員会学校教育課加藤課長にご出席

いただいております。 

この会は、「新居浜市審議会等の公開に関する要綱」に基づき傍聴席を設

けておりますが、本日の傍聴者はおりません。 

それでは、お手元の会次第にそって進行させていただきますので、よろしく

お願いいたします。 

開催に先立ちまして、岡部福祉部長がご挨拶申し上げます。 

 

福祉部長あいさつ 

 

新居浜市歯科保健推進協議会委員は、２年間という任期で、新たに平成２

６年度から始まります。本日は、最初の会ということで、委員の皆さんの自

己紹介をお願いいたします。資料の１ページにあります委員名簿にそって、

松木委員さんから順に、お願いいたします。 

各委員自己紹介 

 

ありがとうございました。 

続きまして、事務局から自己紹介をいたします。 

事務局自己紹介 

 

事務局（渡辺係長） 

 

それでは、歯科保健推進協議会設置要綱第５条に基づきまして会長、副会

長の選出をお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局では、会長に松木委員さん、副会長に中山委員さんをお願いしたい

と考えております。 

 

（会長、副会長選出、承認） 

 

会長には松木委員さん、副会長には、中山委員さんが選出されました。 

それでは、松木会長から、就任の御挨拶をお願いいたします。 

 

松木会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会長期間は２年間ということで、よろしくお願いします。私は会長になり

６年目になります。新居浜市の歯科保健事業、協働事業、幼児健診等では行

政の方にはご理解いただき予算も確保し、いろいろ実施していただいてお

り、各事業も進んでいるところです。 

昨年から成人歯周疾患健診は自己負担をなくし受診者が増加したので、良

い傾向だと思っていますが、受診率は全体でみるとまだまだというところで

すので、受診率の向上を目指したいと思っております。 

また、妊婦歯科健診も 1,000人程度（受診率 100％）は受診していただき、

またそれを継続していきたいと思っております。本日は、今年度の実績報告

と来年度の計画についての説明もあると思いますので、よろしくお願いいた

します。 

 

事務局（渡辺係長） 

 

中山副会長 

 

 

 

ありがとうございました。中山副会長さんよろしくお願いします。 

 

医師会も、１歳６か月健診や３歳児健診で小児科の内科健診と歯科健診を

タイアップしているので、これからも新居浜市歯科医師会と協力してやって

いきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

事務局（渡辺係長） これからの議事進行は、松木会長にお願いいたします。 

 

松木会長 それでは、議題（１）から協議していきます。 

平成２５年度新居浜市歯科保健事業実績報告について、事務局から説明を

お願いします。 

 

事務局（渡辺係長） 

 

それでは、平成２５年度新居浜市歯科保健事業実績報告について、各担当

からご説明いたします。 



事務局 

（黒川） 

（河村） 

資料（事前に配布）により説明            

Ｐ１～２    母子保健 

  Ｐ３～１１   成人保健 

 

松木会長 

 

 

 

 

事務局（黒川） 

 

 

では、まず母子保健事業の実績報告について何かご質問、ご意見はありま

せんか。 

妊婦歯科健診について、昨年から開始しているので、過去の実績との比較

が難しいですが、受診者が 40％弱という実績についてどう考えていますか。 

 

他市の受診者も２～３割のため、平均的なところだと思っています。です

が、できれば 1,000人くらいは受けていただきたいと思っています。 

 

松木会長 市内産婦人科にご協力いただいて、歯科健診の受診を勧めていただけたら

と思います。 

 

小渓委員 

 

事務局（黒川） 

 

妊婦の喫煙率はどのくらいですか。 

 

妊娠届出時に把握しているのは、３％です。 

 

小渓委員 若い女性で喫煙している人が多いが、どのように指導していますか。 

 

事務局（黒川） 

 

妊娠届出時に指導を行っていますが、妊娠後期でも 1.8％くらいは喫煙が

続いている状況でした。 

 

中山副会長 

 

 

 

事務局（黒川） 

 

禁煙指導は厳しくしていますか。 

車の中で、母が幼い子供の横で喫煙しています。受動喫煙による、乳幼児

の害をもっと厳しく伝えていく必要があるのではないですか。 

 

母子保健事業全般ではあらゆる機会を捉えて指導を行っておりますが、今

後より一層の努力をしていきたいと思います。 

 

松木会長 

 

 

 

 

他に何かありませんでしょうか。 

では、次に成人保健事業の実績報告について何かご質問、ご意見はありま

せんか。 

成人歯周疾患健診では４０～７０歳の方が対象で約５万人いますが、実績

は約 1,000人となっており、２％程度です。予算の関係で、受診者は増えて



 

 

事務局（岡部部長） 

 

も可能ですか。 

 

受診者が増加すれば、予算も措置で対応可能であるので、受診者は増えて

も予算としては可能です。 

 

松木会長 

 

 

 

加藤委員 

 

 

 

 

 

対象者数から考えて２％は少ないのではないかと思うので、できれば成人

歯周疾患健診をもっとたくさんの人に受けてほしいと思っています。また、

今後定期的に健診を受けることや治療へのきっかけになればと思います。 

 

P10の歯周病の罹患状況について 28.8％となっていますが、治療している

人も含めると８～９割となります。そのため、健診の期間が決まっているが、

年間通して健診が実施できると良いです。データだけでみると罹患率が低い

と感じました。 

成人歯周疾患健診を受けにきて、口腔環境が悪い人は少ないです。男性は

仕事があり、受診のチャンスがないことは残念です。 

 

松木会長 

 

 

事務局（岡部部長） 

 

そうですね。一般的なデータよりは罹患率が低いです。 

市の職員はどれくらいいるのですか。 

 

900人弱です。 

松木会長 

 

市の職員の健診はどうなっていますか。歯科医及びその職員は義務付けら

れている通りに実施しています。 

 

事務局（河野所長） 

 

市の職員も同じで、皆さん人間ドックを受けています。 

歯科健診については、集団健診ではないが、共済組合から一部の助成金が

あり、人事課より啓発は行っています。 

※協議会後、H23年度で助成金が廃止されていることを確認した。 

 

小渓委員 

 

 

 

 

市の職員も対象になっている方にはぜひ受けていただきたいと思います。 

２０歳～４０歳までの方は健診を受ける機会がないので、年齢を下げるな

ども検討していいただきたいです。歯周疾患は、２０歳過ぎてから進行しま

す。 

 



事務局（河野所長） 

 

 

 

成人歯周疾患健診は、全年齢ができれば有効だと思いますが、限られた財

源の中でということもあり、特に必要な年齢の方を対象としています。 

また、健診と合わせて、今後、幼少期からきちんとした口腔ケアの仕方、

食事状況、生活習慣も含めて啓発する等を計画しています。 

 

松木会長 

 

事務局（河野所長） 

 

 

 

 

 

対象年齢が拡大すると良いと思います。 

 

市が実施する健診以外に、個人的に歯科を受診する方も増えています。意

識を変えていくのも市の役割だと思っておりますので、歯科医にきちんとケ

アしてもらいながら、日常から気を付けていただければ良いと思います。 

今後、健診を受ける方が増えて、口腔内に関心を持ってもらえると良いで

す。 

 

松木会長 新居浜市の人口構成としては、６５歳～７０歳は２０歳～２５歳の倍の人

口です。団塊の世代の方が今後は、更に高齢となるので、健診だけでなく、

手前の段階で予防に繋げていきたいと思います。 

他にご質問、ご意見はありませんか。 

 

松木会長 次に、議題（２）の平成２６年度新居浜市歯科保健事業計画について説明を

お願いします。 

 

事務局 

（黒川） 

（河村） 

資料（事前に配布）により説明         

Ｐ１２ 母子保健 

 Ｐ１３ 成人保健 

 

松木会長 

 

平成２６年度歯科保健事業について何かご質問、ご意見はありませんか。 

浅井委員 

 

 

事務局（黒川） 

 

フッ素で子どもの虫歯予防について、フッ素塗布実施の方法について教え

ていただきたいです。 

 

噛める子どもについてはイオン導入で、噛めない子どもについては塗布を

しています。 

 

松木会長 

 

 

１歳６か月健診から３歳児健診の間に、虫歯の罹患率が急に増加していま

すが、１歳６か月健診の時に、母に指導をする内容を考えてほしいです。 

３歳児健診での虫歯の罹患率増加を食い止めるのは１歳６か月健診だと



 

 

 

 

思います。１歳６か月健診から３歳児健診まで野放しになっているので、１

歳６か月健診で、教育徹底していただけると良いと思いますが、いかがです

か。 

 

事務局（村尾） 

 

１歳６か月健診では、内科健診の待合で６人くらいの集団で歯科教育を実

施しています。１歳６か月健診から３歳児健診で虫歯の罹患率が上がってい

ることや、おやつの話、夜の仕上げ磨きの徹底等を話しています。１歳６か

月健診では、夜の仕上げ磨きを嫌がる子どもが多いので、どういう風にすれ

ば良いか等も指導しています。更に、良い案があればお願いします。 

 

松木会長 

 

小渓委員 

 

事務局（村尾） 

 

小渓委員、更に効果的な方法はありませんでしょうか。 

 

歯科指導は全員受けていますか。 

 

ほぼ全員受けています。 

 

松木会長 

 

事務局（宮﨑） 

 

 

 

松木会長 

保健センターでもいろいろ考えていただければと思います。 

 

また、いい案がありましたらよろしくお願いします。 

意識付けのためにも、２歳から２歳６か月までの間にフッ素で子どもの虫

歯予防事業を実施しています。 

 

協働事業で、フッ素で子どもの虫歯予防事業を実施しているのは非常に良

いことで、受診者が増えると良いと考えています。特に、関心がない方への

意識付けも必要です。 

協働事業は非常に良いことで、１歳半健診～３歳児健診の間の抜けた期間

をフォローすることはできますが、１歳６か月健診できちんと指導できれば

良いと思いますので、よろしくお願いします。 

他に何かありませんか。 

では、次にその他について、山内委員お願いします。 

 

山内委員 資料（当日配布）により説明 

 集団応用でのフッ化物選考実施状況 

 フッ化物洗口に関するアンケート集計結果（平成２６年２月調査） 

 



松木会長 

 

浅井委員 

 

山内委員 

 

 

浅井委員 

 

山内委員 

 

浅井委員 

 

 

山内委員 

 

何かご質問やご意見はありませんか。 

 

フッ化物洗口は良い方向に向かっているということですか。 

 

フッ化物洗口を希望する学校も増えているので、良い方向に向かっている

と思っています。 

 

フッ化物洗口による虫歯の罹患率等の結果は、まだ出ていないのですか。 

 

フッ化物洗口が良いとの結果が出るのはもう少し先になります。 

 

フッ化物洗口は県のモデル事業でないとできないのですか。市が予算を出

すということは不可能ですか。 

 

それについては県としてはお答えできませんが、市の教育委員会が予算を

出し、市内の学校で実施しているところもあります。 

今のところ、愛媛県ではモデル事業は３年間となっていますが、モデル事

業終了後、ＰＴＡの中から年間 100円～200円を負担していただいて、フッ

化物洗口を実施しているところはあります。 

浅井委員 

 

市内で希望している学校がモデル事業となっていないこともあります。 

 

山内委員 

 

愛媛県では、枠があり、西条保健所菅内では西条市もあるので、今回新居

浜市は１校だけとなりました。 

 

加藤委員 

 

一昨年くらいに、フッ化物洗口の反対の文書が出回ったかと思いますが、

それについてはいかがでしょうか。安全性についての問い合わせ等ありまし

たか。 

山内委員 

 

愛媛県の方に問い合わせはありませんでした。科学的に危ないことは証明

されていません。当時は、愛媛県は対策を取らないといけないとのことで待

っていましたが、保健所には何も連絡等ありませんでした。一般の方にも安

全性については浸透してきていると思っています。 

 

稲井係長 

 

フッ化物洗口は希望していただいて嬉しいことですが、データの結果にあ

りますように、３歳児健診では県の平均くらいで平成 25 年度については県

平均より少なくなっていますが、小学校で上がって、中学校では罹患率が高

い状況です。今後は県平均より低くなっていくと思います。必ず、フッ素洗



口した学校は、虫歯の罹患率は下がります。それと併せて教育も大切で、歯

磨きを実施していない学校が多いので、保健所より学校の方にお願いしてい

るところですが、教育委員会でもお願いします。 

浅井委員 

 

フッ化物洗口に関するアンケートは誰が回答するのですか。 

 

山内委員 

 

直接回答するのは養護教諭が多いと思いますが、他の先生の意見もありま

す。 

 

浅井委員 

 

歯磨き管理は大切ですが、校長先生は積極的でないようです。 

集団のフッ化物洗口は、中予は１００％と結果が出ています。中予は実施

の歴史が長く、虫歯の罹患率には相関関係が出ています。 

新居浜市と西条市を比較すると、西条市の方が良い。これはフッ化物洗口

や歯磨き習慣と関係しているので、このようなデータも周知しながら４～５

年先には、西条市に負けないようなデータが出てほしいと思います。 

 

加藤課長 これらのデータにつきましては、学校歯科医部会からご指摘もありまし

て、教育委員会としても校長会にお願いしたり、養護部会で歯科医療の無料

化に伴い歯科の受診もお願いしたりしました。また、今年の夏休みを利用し

て積極的な歯科受診を勧奨しました。９月以降については要治療者の受診状

況についても追跡調査をする予定です。 

フッ化物洗口も、県の事業以外に市の単独事業として実施できないか、内

部では検討しています。予算化の問題もあるが、努力してまいりたいと思い

ます。 

 

会長 他にはありませんか。 

ご意見もないようですので、以上をもちまして本日の新居浜市歯科保健推

進協議会を閉会いたします。ありがとうございました。 

 


